
平L幼児期における胸囲発育と頭囲発育

との関係について

は  じ め に

乳幼児塘]における胸囲発育と頭囲発育との関係について,多 くの小児科学 :

の成書あるいは育児書には,出生時の新生児の胸囲は頭囲より小さいが,そ

の後は次第に大きくなり, 1才 頃には胸囲と頭囲とは等しくなり,以後は頭

囲を上まわる。従って,も しも乳児期に胸囲が頭囲よりも大であれば小頭症 _

を,満 1才を過ぎたのに胸囲が頭囲より小であれば水頭症を疑う,と記載さ

れている。

翻って,最近の本邦小児の成長をみると,そののびは著しく,明 らかに時代

的な差が認められる。また,本年 3月 厚生省から発表された昭和45年の乳幼
~

児身体発育調査報告は,従前に比しさらに一段と成長がのびたことを示して

いる。

そこで,胸囲発育と頭囲発育との関係も成長の増大にともなって変ってい・

ないかと考え,今回の厚生省の調査結果の発表を機会に,最近の乳幼児身体 _

発育状態からみた胸囲発育と頭囲発育との関係を考察してみた。

本邦乳幼児の胸囲および頭囲の平均発育値の比較

正 三  島  値

三島(1904)の 調査では,男子の出生時の胸囲は32。 4cm,頭 囲は33.8cmで
:

頭囲は胸囲より1.4cm大 きいが,その後次第に差は少くなり, 2か月から逆 :
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に胸囲の方が大となり, 4か月には胸囲が頭囲より 0。 8cm大きくなる。そ

の後再び差は少なくなり, 8か月～11か月では両者等しくなり,以後胸囲は

頭囲を上廻るようになる。 (表 1,図 1)

表1 三島値

胸囲 Cm l頭囲 Cm 差 月匈 囲Cm 頭囲 Cm l差

出生時

1月

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12・

2年

3

32。 4

36.3

38.6

39.6

41.3

41.9

42.5

43.0

43.5

44.0

44。 3

44.3

45。 7

46。 8

48。 1

33.8

36.9

38。 6

39。 4

40.5

41.4

42。 3

42.8

43.5

44.0

44.3

44.3

45。 4

46.7

47.6

-1。 4

-0.6

0

+0.2

+o.8
-卜
0。 5

+0。 2

+O.2

0

0

0

0

+0.3

+0。 1

+0.5

32.2

36.0

38.4

38.6

40.2

41。 1

41.6

42.0

42.3

42.9

43.3

43.8

乙4 4

46.2

47.2

33.3

36.5

38.5

38。 7

39。 7

41。 0

41。 6

42。 0

42.3

42.8

43.3

43.8

44。 1

45。 8

46.9

-1。 1

-0.5

-0。 1

-0.1

+0.5

+0.1

0

()

()

+0。 1

0

0

+0.3

+0。 4

+0.3

女子の出生時胸囲は 32。 2cm,頭囲は 33。 3cmで胸囲は頭囲より 1.lCm

小さいが,そ の後の発育は男子と同じような関係を示し, 4か月には0。 5cm

胸由>頭囲, 6～ 1島二月には胸囲■頭囲となり, 1年以後は全く胸囲>頭囲

となる。 (図 2)

また,胸囲と頭囲の月間増加値をみると,男,女子とも胸囲の 4か月頃まで

の増加値は頭囲のそれより高く,殊に 2か月迄は著しいc(表 2)
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図1 三島値。胸囲発育曲線と頭囲発育曲線との地較:1(男 )、

月令

図2 三島値 0胸囲発育曲線と頭囲発育曲線との比較

３幹
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月間増加値表 2

胸囲 Cm l頭囲 Cm l胸 囲 cm l

1カ 月

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

3.9

2.3

1.0

1.7

0.6

0.6

0.5

0.5

0。 5

0。 3

0

1.4

3.1

1.7

0.8

1.1

0。 9

0.9

0.5

0。 7

0。 5

0.3

0

1.1

3.8

2.4

0.2

1.6

0.9

0.5

0.4

0.3

0.6

0.4

0.5

0。 6

Ⅲ 吉  永 値

吉永が大正末期から昭和初期にかけて発表された小児の発育の統計を集計

して発表 (1930)した発育値も表 3,図 3, 4の 如く三島値に似た発育関係

を示している。即ち男子の出生時胸囲は 31.8cm,頭囲 33.4cmで 1。 6cm胸

囲 <頭囲であるが,その後次第に差は小となり, 3か月頃から逆に胸囲>頭

田 となり, 4か月では 0。 6cm胸囲 >頭囲となる。後再びその差は小さくな

って反って胸囲<頭囲に傾く。 1年半を過ぎると胸囲>頭囲と胸囲の発育が

日立って大きくなる。女子では出生時胸囲 31。 6cm頭囲32.7cmで 1.lcm胸

1囲 <頭囲であるか,そ の後は両者の差は殆んどなくなるが, 3～ 6か月頃は

むしろ胸囲>頭囲に傾き, 8～ 9か月頃は胸囲<頭囲の傾向を示す。 1年以

後は胸囲>頭囲となる。

月間増加値も三島値と同様に男女とも4か月頃迄は著しく大で,こ とに 3

か月までの胸囲のそれは頭囲のそれより大である。 (表 4)

頭囲 Cm
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図3 吉永値・ 胸囲発育曲線と頭囲発育曲線との比較(男 )

胸囲

4 5 6 7 8 9 10 11 12   2   3
月令    年令

吉永値 0胸囲発育曲線と頭囲発育曲線との比較(女 )

胸囲

衡

‰
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表 3ギ
.吉
永値

女

1明 TI申囲Cm l 1胸 囲  Cm l頭 囲  Cm 1差
Cm

出生時

1カ月

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1年 1/2

2

2∠手1/2

3

40。 1

41。 7

42。 4

42.9

43。 5

43.8

44。 2

44.6

45。 1

45.6

46.7

48。 4

49。 3

-1.6

-0。 9

十σ「2
+0.6

+0。 3

0

+0.1

-0。 2

-0.4

-0.3

-0。 1

31。 6

35.0

37.2

38.7

き、40。 3

亀 。3

32.7

35。 8

37。 5

38。 5

40。 1

41。 1

4136

42.2

42.9

43.4

43。 7

44。 0

44.6

45.4

46.0

46.7

47.2

-1.1

-0。 8

-0.3

+O.2

+O。 2

+0。 2

+0。 2

0

-0。 2

-0。 2

0

+O.1

0

+0。 1

+0.2

+O.3

+o.8

39.9

41。 1

42。 1

42.9

43.4

44。 0

44.6

44.9

45.2

45.6

46.8

47。 8

48.2

4ざ 8

42.2ヽ

42.7

43.2

43.7

44.1

44.6

45.5

46.2

47。 0

48.0

41′
q_1 ィ.3

表4 月間増加値

1  男  |

1胸囲
Cm l頭囲 CI・1胸囲 Cm l頭囲 Cm l胸 囲 Cm lL晶 Ⅲ

1カ 月

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

3.8

2.5

2.0

1.6

0.7

0.5

0.6

0.3

0.4

0.4

0.5

0.5

、31

2.1

1.3

1.2

1。 0

o.8

0。 5

0.6

0.6

0。 3

0.3

0。 4

3◆ 4

2.2

1。 5

1.6

1。 0

0.5

0.4

0.5

0.5

0.5

0。 4

0。 5

3.11

1。 7:

1。 0

1.6

1。 0

0.5

0。 6:

0。 61

0。 5

0。 3

0。 3

0。 6
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Ⅲ 昭和25年厚生省値
昭和25年に厚生省が発表した全国的な調査結果によると,表 5の如く乳児

期は全く胸囲<頭囲で,三島値や吉永値のように4か月の前後2～ 3か月間

にみる胸囲>頭囲の関係は男,女子ともに認められないが,胸囲と頭囲との

差は2月 頃から次第に小さくなり, 6か月になると再び差は大きくなりはじ

めて 8～ 11か月は最も大となり,男子1。
'4Cm,女

子1.5cm胸囲<頭囲となる。

2年以後は男,女子いづれも断然胸囲>頭囲を示すにいたる。i(図 5, 6)

表5 昭和万年厚生省値 :            |   |

一英広

出生時

1～ 2月

2～ 3

3～ 4

4～ 5

5～ 6

6～ 7

7～ 8

8～ 9

9～ 10

10-11

11-12

1～ 2年

2～ 3

3～ 4

37.5

39.1

40.4

41.5

42.2

42.6

43.0

43.2

43.4

43.8

44.3

46.3

49。 2

51.2

38.2

39。 3

40。 8

41.8

42.7

43.4

43.9

44.4

44.7

45。 2

45。 4

47.0

48.5

49.5

-0。 7

-0.2

-0.4

-0.3

-0.5

-0.8

-0.9

-1.2
-1.3

-1.4

-1。 1

-0。 7

+0。 7

+1.7

-0.6

-0.3

-0.4
0

-0.2

-0。 7

-0.8
-1.1

-1.5

-1.2

-0.9

-o。 8

+0.5

+1.5

胸囲,頭囲の月間増加値は表 6の如く,男 ,女子ともに2～ 5か月は大で,
1か月の胸囲増加値は頭囲のそれより高い。 1年近くなると再び男,女子の

胸囲および頭囲の増加値は大となり,その後は胸囲増加値の方が頭囲より高

くなる。
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図5 25年厚生省値・胸囲発育曲線と頭囲発育曲線との比較 (男 )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1
月令

図 6 5年厚生省値・胸囲発曲育線と頭囲発育曲線との比較 (女 )２

輌
町

胸 囲
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表 6 月間増加値

女男

胸囲 Cm l頭囲 Cm 胸囲 Cm l頭囲 (m

満 2カ 月

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1年

3

1.6

1.3

1.1

0.7

0。 4

0。 4

0。 2

0.2

0.4

0.5

2.0

2.9

2.0

1.1

1.5

1。 0

0。 9

0。 7

0.5

0.5

0。 3

0。 5

0.2

1.6

1.5

1.0

1.7

1.3

1.0

0。 6

0.4

0.4

0.2

0.3

0。 5

0.7

1.6

2.8

1.8

1。 4

1。 4

0。 6

0.8

0.9

0.5

0。 5

0。 7

0。 2

0。 4

1.5

1.5

0.8

Ⅳ  昭和35年厚生省値

昭和35年厚生省の調査による発育値では,表 7の如く男子の出生時胸囲は

32.76cm,頭囲 34.05cm(出 生時のみ事例調査)で ,1.29cm胸 囲<頭囲である

が,そ の後差は小となって 1か月をすぎると逆に胸囲>頭囲となり, 2か月 ,

3か月では0。 9cm胸囲>頭囲となる。その後再び差は小さくなり, 8か月頃

から1年半頃まではむしろ胸囲<頭囲の傾向を示し,後次第に胸囲>頭囲と

なる。

女子の出生時胸囲は 32。 57c興,頭囲 33。 58c口 で 1.01Cm胸囲<頭囲である

が, 1か月頃から胸囲>頭囲となり,3か月,4か月は 0。 6cm胸囲>頭囲と

なる。その後次第に両者の差は小さくなり大差なく発育するが,10か月から 1

年半頃までは胸囲<頭囲に傾く,以後次第に胸囲>胸囲となり, 2年頃から

明かに胸囲>頭囲を示すようになる。
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表 7 昭和35年厚生省値

男 女

Cm l 差 Ch胸 囲 Cm l頭囲 胸囲 Cm l頭囲 Cm l 差 Cm

出生時

1～ 2月

2～ 3

3～ 4

4～ 5

5～ 6

6～ 7

7～ 8

8～ 9

9′V10

10-11

11～12

1年0～ 1

1～ 2

2～ 3

3～ 4

4～ 5

5～ 6

6～ 7:

7～ 8

8～ 9

9´V10

10-11

11～12

2年0～ 3

3～ 6

6～ 9

9-12

32。 76

37.8

40。 3

41。 6

42。 6

43.4

43。 9

44。 3

44.5

44.8

45。 1

45.4

45.7

45.9

46。 2

46.5

46.8

47。 1

47.4

47。 7

, 47.9

48.2

48.3

48.5

49。 0

49。 6

50。 2

50.7

34。 05

37。 9

39。 4

40。 7

42.1

43.1

43.9

44.3

44.6

45。 0

45.4

45.7

46.0

46.3

46。 6

46。 8

47.1

47.3

47.5

47.6

47.8

47.9

48。 0

48.1

48.4

48.6

48.9

49。 1

―-1.29

-0.1

+0.9

+O.9

+0.5

+o.3

0

0

-0。 1

-0。 2

-0.3

-0.3

-0.3

-0.4

-0.4

-0。 3

-0.3

-0.2

-0.1

+O:1

+0.1

+0.3

+0.3

+0.4

+0.6

+1。 0

+1.3

+1.6

32.57

37.2

39.1

40.5

41。 5

42。 3

42.8

43.2

43.6

43.9

44.1

44.5

44。 8

45.0

45.3

45.5

45.8

46.0

46.3

46.5

46.8

47.0

47.2

47.4

47.9

48.5

49。 1

49.6

33.58

37.0

38.8

39。 9

40。 9

41.9

42.6

43.1

43.5

43.8

44.2

44.5

44。 9

45.2

45。 4

45。 7

45.8

46。 1 :::

46.3

46.5

46.7 :

46.8

46.9

47.0

47。 3

47.6

47.8

48.1

-1。 01

+0。 2

+0.3

+O.6

+0.6

+0.4

+0.2

+0。 1

+0.1

+0.1

-0.1

0

-0.1

-0.2

-0。 1

-0。 2

0

-0.1

0

Cr

+0.1

+0.2

+0.3

+0。 4

+O.6

+0。 9

+1.3

+1.5
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崚:8 月融j増加値

女

満 1カ月まで

満 2カ 月

3

4

6

7

8

9

10

11

1年 0カ 月
1

「
~211‐ ~i:i

4

6

7

8        1‐

9

10

11

2年 3カ 月未満
6

9

12

3.9

1.5

1.3

1.4

1。 0

0。 8

0.4

0.3

0.4

0.4

0.3

0.3

0.3

「 |'-01,―｀ヽO.2

0.3

0.2

0.2

0。 1

0.2
- 0.1

0.1

0.1

0.3

0.2

0.3

0.2

胸囲 Cm l頭囲 Cm 胸 囲  Cm l頭 囲  Cm

4.6

1。 9

1。 4

1。 0

0。 8

0。 5

0。 4

0。 4

0.3

0.2

0.4

0.3

0.2
‐
t一 つ■

'一

0.2

0.3

10。 2

0.3

0.2

0.3

0。 2

0.2

0。 2

0。 5

0.4

0。 6

0.5

3.4

1。 8
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図 7 35年厚生省値 0胸囲発育曲線と頭田発育曲線との比較 (■ ). 
胸由
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胸囲,頭囲の月間増加値は表 8の如く男,女子いづれも5か月までは高く,

後低下する。胸囲と頭囲とを比較すると,こ とに 1, 2か月の胸囲の増加値

は頭囲のそれより大である。

V 昭和45年厚生省値

男子の出生時胸囲は32。 8cm,頭囲は33。 5cmで 0。 7cm胸囲<頭囲であるが,

1か月には逆に0.8cm胸囲>頭囲となり,その後も胸囲>頭囲の関係はなお

著明となり, 3か月には1。 5cm胸囲 >頭囲となる。その後は次第に差は小さ

くなるが,他の発育値の如く胸囲<頭囲となることなく両者並行して発育し,

1年半頃から再び差は開きはじめ,次第に著明になる。

国9 45年厚生省値・胸囲発育曲線と頭囲発育曲線との比較 (男 )

卜
年
―
年

l・ 2!・ 3:04:05:06!・ 71・ 8
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表9 昭和45年厚生省値

出生時

1～ 2月

2～ 3

3～ 4

4～ 5

5～ 6

6～ 7 :

7～ 8′

8～ 9

9′V10

10～ 11

11～ 12

1年0～ 1

1～ 2

2～ 3

3～ 4

4～ 5

5～ 6

6～ 7

7～ 8

8～ 9

9-10
10～ 11

11～12

2年0～6

6～ 12

32.8

38。 4

41.2

42。 9

43.7

44.2

4417

45。 2

45.6

45。 9

46.3

46。 6

46。 9

47。 1

47。 3

47。 5

47。 7

47.9

48。 2

48。 5

48.8

49.1

49。 4

49。 6

50。 1

50。 9

33.5

37.6

39.8

41。 4

42.3

43。 1

43.9

44,5

45.1

45.6

45。 9

46.2

46.5

46。 7

47。 0

47.2

47.5

47。 6

47。 8

48.0

48。 1

48.3

48.5

48。 8

48。 9

49。 4

-0.7

+O。 8

+1.4

+1。 5

+1。 4

+1。 1

+O.8

+O.7

+0.5

+0.3

+0.4

+0。 4

+0.4

+0。 4

+O。 3

+0.3

+0。 2

+0。 3

+0。 4

+0.5
+0.7

+0。 8

+0。 9

+O.8

+1。 2

+1.5

32.6

37.4

40。 0

41.6

42.5

43.1

43.6

44.1

44.5

44。 9

45.2

45.5

45。 7

45。 9

46。 1

46.4

46。 6

46.8

47。 0

47.2

47.5

47.8

48.1

48.4

48.9

49.6

33.1

36.7

38.8

40.2

41.2

42.0

42.7

43.4

43.9

44。 4

44.9

45。 2

45.5

45。 7

45.8

46。 0

46.2

46.3

46.5

46.7

46.9

47.1

47.2

47.4

47.8

48.2

-0。 5

+0。 7

キ1。 2

+1。 4

+1.3

+1。 0

+0。 9

+0。 7

+0。 6

+0。 5

+0.3

+0。 3

+0。 2

+O.2

+0。 3

+0。 4

+O.4

+0。 5

+0。 5

+0.5

+0.6

+0。 7

+0。 9

+1。 0

+1。 1

+1.4

胸 囲 Cm l頭囲 cm l 胸 囲
・
頭囲



表10 月間増加値

満 1カ丹まで

満 2カ 月

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1年 0カ 月

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

2年 6カ月未満
12カ 月未満
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月匈囲 Cm l頭 囲 Cm 胸囲 Cm l頭 囲 Cm
|

女

5.6

268

1.7

0.8

0.5

0.5

0.5

0.4

0。 3

0.4

0。 3

0。 3

0。 3

0.2

0.2

0。 2

0.2

0.3

0.3

0.3

0。 3

0.3

0。 2

0.5

0.8

4.1

2.2

1.6

0.9

o.8

0。 8

0.6

0.6

0。 5

03

0。 3

0.3

0.2

0。 3

0.2

0.3

0。 1

0.2

0。 2

0.1

0.2

0.3

0.3

0.1

0.5

4.8

2.6

・1.6

0。 9

0.6

0.5

0.5

0.4

0.4

0.3

0.3

0.2

0.2

0.2

0.3

0.2

0.2

0。 2

0.2

0.3

0.3

0。 3

0.3

0.5

0。 7

3.6

2.1

1.4

1。 0

o.8

0。 7

0.7

0.5

0.5

0。 5

0.3

0.3

0.2

0。 1

1  0.2
0.2

0。 1

0.2

0。 2

0。 2

0.2

0。 1

0.2

0.4

0.4
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図10 45年厚生省値・胸囲発育曲線と頭囲発育曲線との比較 (女 )

32L
0

月 輩浩
1021・ 3:041051・ 61・ 71・ 81f91010卜 ll

女子の出生時胸囲は 32。 6cm,頭囲は 33.lcmで 0。 5cm胸囲<頭囲である

が,男子と同様に 1か月には 0。 7cm胸囲>頭囲, 3か月には 1.4cm胸 囲>

頭囲となる。その後胸囲>頭囲のまま差は小となり, 1年半頃から再び胸囲

>頭囲の関係は著明になる (図 9,10)

胸囲,頭囲の月間増加値は表10の如く1～ 3か月は著しく大であるが,後

次第に小となる。両者の増加値を比較すると, 2か月までと2年以後は,胸

囲の増加値の方が頭囲より大である。

以上,今まで広く使用されてきたわが国の乳幼児身体発育値および昭和45

年の厚生省の乳幼児身体発育調査結果から,胸囲発育と頭囲発育の関係を述

め
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べてきたが,総括するといづれも出生時は明らかに胸囲は頭囲より小さく,

その差は三島値,吉永値,35年厚生省値はいづれも1。 OCm以上であるが,45

年厚生省値は男子0.7cm,女子 0.5cmと 少くない。また女子より男子の方が

著明である。

表■1 出生時胸囲<頭囲の差

報 告 者 1 男 女

三   島 11。 4cm 1.lCm

l.1

1。 0

0。 5

吉   永 11.6
35年厚生省 11.2

45年厚生省 10.7

表12 乳児前半期胸囲>頭囲の差

報 告 者 1  男 女

島 10.8Cm(4カ 月) 0。 5Cm(4カ 月 )

0.2 (4カ 月)

0.6(3,4カ 月)

1.4 (3カ 月)

永 10.6 (4カ 月)

35年厚生省 10。 9(2,3カ 月)

45年厚生省 11.5(3カ 月)

出生後は急にその差は小さくなり,逆に三島値では男子 3～ 7か月,女子

4～ 5か月,吉永値では男子 3～ 7か月,女子 3～ 6か月間は胸囲が頭囲を

上まわる。その差は表12の如くで,45年厚生省値では男子 1。 5cm,女子 1。 4

cmに及ぶ。

その後胸囲と頭囲との差は再び小となり,三島値では男子 6か月から2年 ,

女子 5か月から2年,吉永値では男子 5か月から1年半,女子 2か月から2年

半,35年厚生省値では男,女子とも5か月から1年 11月 まで大差なく発育し,

三島値では 1年頃から,そ の他では 1年半頃から次第に胸囲>頭囲の開きが

大きくなる。45年厚生省値では前述の如く,1か月で胸囲>頭囲となり, 3か

月でその差男子 1。 5cm,女子1.4cmと なり,その後次第に差は小となるが胸囲

>頭囲の関係を保っており,そ の差も他の発育値に比しやや大で,出生後は

常に胸囲>頭囲であることが明らかに認められる。1年 7か月頃から再び胸囲

>頭囲が著明になる。反対に25年厚生省値では出生後から1年半頃まで常に

胸囲<頭囲で,他の発育値の如く,乳児前半期の胸囲>頭囲はみられない。

しかし,頭囲と胸囲との差は 2か月頃には小となり,その後は発育につれて

差は再び大きくなり, 1年半頃をすぎると胸囲>頭囲となる。従て,胸囲と

頭囲との差と月令との関係を曲線でみると,各発育値は似た曲線を示し, 3,
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4か月頃にピークがあり,後低下して 1年または 1年半頃から再び上昇して

いる。以上述べた胸囲と頭囲の発育関係は, ことに生後 3か月までの胸囲の

月間増加値が頭囲の月間増加値より大なることからも首肯できる。

なお25年,35年,45年の厚生省値について,胸囲発育値と頭囲発育値を比

較すると表13,14に 示すように,頭囲ののびは僅小であるが胸囲ののびは 2

か月以後において可なり明らかである。これは又,45年厚生省値が示す胸囲

表13 昭和35年発育値と昭和45年発育値との比較 (男 )

頭囲 Cm

35年 16年 |

出生時

1～ 2月

2～ 3

3～ 4

4～ 5

5～ 6

6～ 7

7～ 8

8～ 9

9′や10

10～ 11

11～12

1年0～ 1

1～ 2

2～ 3

3～ 4

4～ 5

5～ 6

6～ 7

7～ 8

8～ 9

9～ 10

10～ 11

11～12

差

32.8

37.8

40.3

41。 6

42.6

43.4

43.9

44.3

44.5

44.8

45。 1

45.4

45。 7

45.9

46。 2

46.5

46.8

47.1

47.4

47.7

47.9

48.2

48.3

48。 5

32.8

38.4

41。 2

42.9

43。 7

44.2

44。 7

45.2

45.6

45。 9

46.3

46.6

46.9

47.1

47.3

47。 5

47.7

47.9

48.2

48.5

48.8

49。 1

49.4

49.6

0

0.6

0。 9

1.3

1.1

0。 8

0.8

0。 9

1.1

1.1

1.2

1.2

1.2

1。 2

1。 1

1。 0

0。 9

0.8

0。 8

0.8

0。 9

0.9

1。 1

1.1

34.0

37.9

39.4

40。 7

42.1

43.1

43.9

44.3

44.6

45.0

45。 4

45.7

46.0

46.3

46.6

46.8

47.1

47.3

47.5

47.6

47.8

47.9

48。 o

48.1

33.5

37。 6

39。 8

41.4

42.3

43.1

43.9

44.5

45.1

45.6

45。 9

46.2

46.5

46。 7

47.0

47.2

47.5

47.6

47.8

48.0

48。 1

38.3

48.5

48.8

-0.5

-0.3

0。 4

0.7

0.2

0

0

0.2

0.5

0.6

0.5

0.5

0.5

0.4

0。 4

0.4

0。 4

0.3

0.3

0.4

0.3

0.4

0.5

0。 7
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表14 昭和35年発育値と昭和45年発育値との比較 (女 )

頭囲 Cm

出生時

1～ 2月

2～ 3

3～ 4

4～ 5

5～ 6

6～ 7

7～ 8

8～ 9

9-10
10～ 11

11～ 12

1年0～ 1

1～ 2

2～ 3

3～ 4

4～ 5

5～ 6

6～ 7

7～ 8

8～ 9

9～ 10

10～ 11

11～ 12

32.5

37.2

39.1

40.5

41.5

42.3

42.8

43.2

43.6

43.9

44.1

44.5

44.8

45。 0

45。 3

45.5

45.8

46.0

46.3

46.5

46.8

47.0

47.2

47.4

32.6

37.4

40。 0

41.6

42.5

43.1

43.6

44.1

44.5

44.9

45.2

45.5

45.7

45。 9

46.1

46.4

46.6

46.8

47.0

47.2

47.5

47.8

48.1

48.4

35  左再

33.6

37。 0

38。 8

39。 9

40.9

41.9

42.6

43.1

43.5

43.8

44.2

44.5

44.9

45。 2

45.4

45。 7

45。 8

46.1

46.3

46.5

46。 7

46。 8

46.9

47.0

45年 |

33.1

36。 7

38。 8

40。 2

41。 2

42.0

42.7

43.4

43.9

44.4

44。 9

45.2

45.5

45.7

45.8

46.0

46。 2

46.3

46.5

46.7

46.9

47。 1

47。 2

47.4

-0.5

-0.3

0

0.3

0。 3

0.1

0。 1

0.3

0.4

0.6

0。 7

0.7

0.6

0.5

0。 4

0.3

0。 4

0。 2

0。 2

0.2

0.2

0.3

0.3

0.4

0。 1

0。 2

0.9

1。 1

1。 0

0。 8

0.8

0。 9

0.9

1.0

1.1

1.0

0。 9

0。 9

0.8

0。 9

0.8

0.8

0。 7

0.7

0。 7

0.8

0。 9

1.0

発育と頭囲発育との関係が他の発育値の場合に比し差があることを説明して

いる。

小児科学や育児学に関する書物の中には,胸囲は「出生時には頭囲より小

さいが, しだいに頭囲より大きくなる。すなわち 1才で頭囲と等しくなり,

その後は頭囲を上回る」,「 2年まではおおむね同大であるが,そ の後は胸囲

の増加が大となり,頭囲の増加が劣ってくる。したがってもしも乳児期に頭
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囲が胸囲より著しく小さければ小頭症を,反対に 1年を過ぎたのに頭囲が胸

囲よりも大きい時は水頭症を疑って,よ くしらべる必要がある」,「新生児では

胸囲に比べて頭囲が大きいが,生後 3か月頃より胸囲は頭囲に接近し,乳児

期後半より満 1年の時期に両者等長となり,満 1年半乃至 2年の頃より胸囲

は頭囲を凌ぐに至る」,「新生児では頭囲>胸囲, 生後 1年半位で頭囲=胸

囲,そ れ以後は次第に頭囲<胸囲となる」等の記載が見 られる。しかし,昭

和45年厚生省値の胸囲発育と頭囲発育との関係は上述の如く可なり変ってお

り,平L児前半期において明らかな胸囲>頭囲をみる。このことは既に三島値 ,

吉永値,35年厚生省値においても認めるのである。満川は35年厚生省値から,

「出生時には男女とも頭囲は胸囲よりも大きいが,生後 1か月を経て胸囲が

逆に大きくなり, 7か月頃よりほぼ大差なく並行し,生後 1年を経て胸囲は

頭囲を決定的にひき離して大きくなる。胸囲の内包する胸廓内臓器の発育の

差に関係をもつものと思われるJと 述べている。

従って,「乳児期にもしも著しく胸囲が頭囲よりも大であれば小頭症を疑

う」のは慎重でなければなならない。

厚生省が発表した昭和45年乳幼児身体発育調査結果から胸囲発育と頭囲発

育の関係を検討し,出生時は従来の報告の如く男女とも胸囲は頭囲より小さ

いが,そ の後は急激に胸囲発育は頭囲発育を凌駕し,満 1か月には胸囲は頭

囲よりも大きくなり,満 3か月にはその差1.5cm余に及ぶ。のち次第に両者

の発育値の差は小さくなるが,常に胸囲>頭囲まま成長し, 1年半頃から再

び両者の差は開きはじめることを知った。乳児前半期における胸囲>頭囲の

関係は,三島値,吉永値,昭和35年厚生省値にも認めた。

胸囲発育と頭囲発育との関係から乳幼児の小頭症または水頭症などを疑う

のには慎重を要する。

なお,体重の計測とちがって胸囲や頭囲の計測には不確実さがあり,従 っ

五
結
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てこれらの比較には問題があると考えるが,最近の乳幼児の著しい成長にと

もなう胸囲発育と頭囲発育との関係の変化の傾向は知ることができると思う
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